
施工説明書
ペデスタル洗面共通

施工・交換・移設は、必ず専門の配管工事業者に
依頼してください。誤った施工は、落下・漏水・
壁やカウンターの破損の原因となります。

施工説明書に従い十分な厚みと強度のあるカウンタ
ー材・下地を使用してください。

大型・重量物の洗面ボウルをカウンターにセットする
際は、必ず補助者を付け、縁や排水口に荷重を集中
させないよう水平に降ろすようにしてください。

硬く鋭い物が落下すると、傷がつく、あるいは破損す
るなどの恐れがあります。

大型の洗面ボウルやペデスタル一体型は非常に重
量があるため、持ち上げや設置は必ず複数人で行っ
てください。

洗面ボウルの上に乗る・座る・立ち上がる・強くもた
れかかるなど、大きな力を加えないでください。破損
・けが・漏水の原因となります。

冬季など、使用環境や配管内の水が0℃以下になる
場所では凍結による破損のおそれがあります。凍結
防止対策を行い、凍結が予想される状態での使用は
避けてください。

洗面ボウルに熱湯だけを一気に流し込む・氷水を急
にかけるなど、極端な温度差を与えないでください。
ひび割れや破損のおそれがあります。

洗面ボウル内に、シンナー・塗料・強酸／強アルカリ
の薬品などを長時間ためたり放置したりしないでく
ださい。表面仕上げの劣化や変色の原因となります。

洗面ボウル下のキャビネット内などに、酸・塩素系漂
白剤・排水口用強力洗剤・サビ落とし剤などの開封済
み容器を保管しないでください。

取付に関する注意

使用に関する注意

施工前の注意事項

･････「注意」この指示を無視して誤った取扱をすると、
　　　障害または、物的損害が発生する可能性があります。

・施工前に安全上の注意をよくお読みのうえ、正しく取付けてください。
・注意事項は安全に関する重要な内容が記載されていますので、必ず守ってください。
・施工後は正常に動作することを確認してください。

･････このマークは、してはいけない「禁止」の内容です。

･････このマークは、「分解禁止」の内容です。

･････このマークは、「接触禁止」の内容です。

･････このマークは、必ず実行していただく「強制」の内容です。
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不注意に取り扱うと、製品が
破損したり、欠けたり、怪我
をする可能性があります。洗
面ボウルを持ち上げる際は、
必ず手伝ってもらってくださ
い。

取付手順は木造フレーム構造
への取り付けに関するもので
す。その他の取り付けの場合
は、十分なサイズと強度の確
認をしてください。

　　警告:  人的傷害または物
的損害の危険があります。

給水管と排水管を取り付けま
す。給水栓が完全に開いた状
態でも、台座に接触しないよ
うにしてください。

1 給水・排水管の取付
完成した壁の後ろに  2x6  
の裏板を取り付けます。

2 下地の設置
床に中心線をマークします。
3 墨出し

台座の穴を、仕上げ壁から  
9-3/4  インチ  (24.8  cm)  
離れた中心線上に配置します
。

洗面台を台座の上に置き、壁
に立てかけます。必要に応じ
て台座を調整します。

4 仮置き

粘着ガスケットを使用して、
洗面所を水平にします。

5 水平の確認 
壁面に下穴の位置をマークし
ます。

6 下穴の墨出し
床に台座の穴の位置をマーク
します。

洗面台と台座を外し、3つの
墨出し位置に穴に1/4インチ
（0.65cm）の下穴を開けま
す。

7 下穴の加工
10  ハンガーボルトを完成し
た壁から  1  インチ  (2.5  
cm)  突き出すように取り付
けます。

8 ハンガーボルトの設置

ラグボルトとワッシャーを使
用して台座を床に固定します
。

9 台座の固定
メーカーの指示に従って水栓
金具・排水金具を取り付けて
ください。

10 水栓・排水金具の取付
ハンガーボルトがアンカー穴
を通過するように、洗面ボウ
ルを台座の上に配置します。

11 洗面ボウルの設置
洗面ボウルの水平を確認し、
袋ナットとワッシャーを使用
して固定してください。締め
すぎにご注意ください。

12 洗面ボウルの固定
水栓と排水金具の接続を完了
します。水を流し、漏れがな
いか確認します。

13 水漏れ確認

お知らせ
説明で使用している図が、一
部本製品の形状と異なります
。裏面の部品図を参照して該
当部品をご確認ください。


